
〇新しいフィールド探し
邑久光明園以外での活動の可能性を探る一年にしたい。
課題のあるフィールドへ行き、複数のフィールドで活動できるルー
ムにする
→ため池清掃（淡路島） 海岸清掃（明石） 美山 丹波篠山
→邑久光明園で活動しない場合、別途邑久と交流するプログラム

を考える。

〇スタッフ育成
ワークキャンプのスタッフやディレクターを担える人を増やすため
スタッフトレーニングの場を複数回提供する。
→合宿型トレーニング会、ワークショップ練習会。

５月以降：新しいフィールド探し
６月 ：スタッフトレーニングプログラム
８月下旬：夏のワークキャンプ
１月下旬：冬のプログラム

1週間ほどの合宿型のボランティア活動です。
ディレクター・スタッフなど役割分担をしますが、
実際の活動は参加者みんなで考え、動いていきます。
日中は主に体をワーク（草刈り等）を行い、
毎晩、リフレクション（振り返り）を行います。
プログラムのなかで現地の方との交流もしていきます。

これらをもって

様々なフィールドにワークキャンプを通して関わる。
合宿型のボランティア活動の企画・実践を通して、
ワークキャンプ参加者とともに相互作用を楽しむ。

具体的には
・非日常的な空間や機会の中で、
多様な当事者性をもつ参加者とからだを動かしながら
自分たちの価値観やライフスタイルについて問い直す

このルームの活動が参加者の刺激になる。
そしてそれが他ルームへの刺激ともなり、
WILLの活動が活発になる原動力を作り出す。


